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Sherpa Seminar

高校教科書は全部やらなきゃいけないの？ 

～扱うレッスン数を絞って4技能を伸ばす取り組み～





話題提供

1. はじめに（鈴木）

2. 田名部高校（馬場先生）

3. 葺合高校（坂井先生）

4. まとめ（鈴木）



「英語コミュニケーション」の授業の「当たり前」？

教科書は全部やらなければいけない



検定教科書で、4技能を身につけさせるには？

検定教科書を徹底的に使い込んで、英語力の基礎を
身につけさせる。

英語力の「基礎」とは？

⚫ 高校の「英コミ」の教科書の90％は、中学英文法の組み合わせでで

きている(田中・臼倉, 2023)。

⚫ 大学入試問題の80%は、中学英文法の知識があれば解ける(アルク教

育号研究所, 2015)。

⚫ 多くの高校生は中学英文法を使いこなせていない（金谷他, 2017）。

中学英語

高校英語



高校生は、中学英語を使いこなせるようになるか？

10レッスン（単元）をすべて均等に扱っていても、
中学英語は使いこなせるようにはならない。

「英語コミュニケーション」
1課の配当

8時間

Lesson 
6

Lesson 
7

Lesson 
8

Lesson 
9

Lesson 
10

Lesson 
1

Lesson 
2

Lesson 
3

Lesson 
4

Lesson 
5



では、どのような解決案があるのか？

扱うレッスン数

6-7課/10課

1課の配当

12-18時間

Lesson 
6

Lesson 
7

Lesson 
8

Lesson 
9

Lesson 
10

Lesson 
1

Lesson 
2

Lesson 
3

Lesson 
4

Lesson 
5

レッスンを「捨てる」



なぜ、レッスンを「捨てる」のか？

英語4技能（スキル）を磨くためには、練習する時間が必要

ピアノ教室
10曲を弾けるようになるための時間が足りない時、どうする？



「英語コミュニケーション」カリキュラムを

柔軟に運用する２つの試み

青森県立田名部高校

TANABUモデル (2013年～)

レッスンに軽重をつけて、

しっかりと練習させることで、

GTECの伸びが全国2位

神戸市立葺合高校

(2005年～)

教科書全部やっていたと
きと比べて、半分ぐらい
しかやってない時の方が
成績が高くなった



田名部と葺合への共通の質問

1. 「すべて扱わない」形式になった経緯は？

2. 扱わないレッスンはいくつ？

3. 扱うレッスンではどんな教え方をしている？

4. 生徒の学力は伸びているの？

5. 扱わないレッスンは、何か手当をしている？

または英コミュ以外の授業でカバーしている？



話題提供

1. はじめに（鈴木）

2. 田名部高校（馬場先生）

3. 葺合高校（坂井先生）

4. まとめ＋２つの調査（鈴木）



青森県立田名部高校の実践に
ついて（20分）

１．「すべて扱わない」形式になった経緯は？

２．扱わないレッスンはいくつくらい？

３．扱うレッスンではどんな教え方をしている？

４．生徒の学力は伸びているの？

５．扱わないレッスンは、何か手当をしてい

る？または英コミュ以外の授業でカバーし

ている？

６．終わりに



1.「全て扱わない」形式になった経緯
 TANABU Model 基本形（2014）

こってりコース あっさりコース（廃止）

Pattern A【超こってり】18時間
“パフォーマンス”

Pattern B【こってり】12時間
“リテリング”

Pattern D【超あっさり】2時間
“読解力”診断テスト

Pattern C【あっさり】6時間
“リスニング”ではじめる



1.「全て扱わない」形式になった経緯
４単位１４０時間中 ８割程度で検討している

２０２４

２年
２０２４

１年

Pattern A  ５課

Pattern B  １課

計１０２時間

Pattern A  ５課

Pattern B  １課

計１０２時間



2. 扱わないレッスンはいくつ？
Pattern C,D よりA,Bへ ４課捨てる

２０１４ ２０２４

Pattern A  ２課

Pattern B  ３課

Pattern C  ３課

Pattern D  ２課

5課捨てる
に等しい？

２０１７

Pattern A  ２課

Pattern B  ５課

Pattern C  ３課

Pattern D  ０課

３課捨てる
に等しい？

Pattern A  ５課

Pattern B  １課

Pattern C  ０課

Pattern D  ０課

４課捨てる

教科書を易しいものに変更



2.扱わないレッスンはいくつ？
Pattern Aにウエイトを→全てPattern Aへ

２０２４

２年

２０２４

１年

Pattern A  ５課

Pattern B  １課

４課扱わない

Pattern A  ５課

Pattern B  １課

４課扱わない

２０２４

３年

Pattern A  ４課

※11月（特編授
業前）まで実施



2. 扱わないレッスンはいくつ？ ４／10レッスン中

2024年度 ２年次の例

BIG DIPPER English Communication Ⅱ（数研出版）

１学期

Lesson1 Why Don’t You Come to School Pajamas? (Pattern B: Retelling)

Lesson6 Wakamiya Masako: The world’s Oldest Game App Developer 

  (Pattern A: Role-play)

２学期

Lesson3 Do You Get Enough Sleep? (Pattern A: Skit)

Lesson7 Learning from Nature (Pattern A: Role-play)

３学期

Lesson8 The Wisdom of Preserving Food (Pattern A: Role-play)

Lesson9 The Sharing Economy: Something for Everyone?

                                        (Pattern A: Debate ※スライド作成時実施計画中）

Lesson２・４・５・１０実施せず



3．扱うレッスンではどんな教え方をしている？
  Pattern B【こってり】12時間

“リテリング”で終わる

１  PARAGRAPH  CHART
 2   SUMMARY
3   COMPREHENSION
4   VOCABULARY  SCANNING
5   READING  PRACTICE
6   DICTATION
7   RETELLING



3．扱うレッスンではどんな教え方をしている？
  Pattern Ａ【超こってり】18時間

“パフォーマンス”で終わる

１   PARAGRAPH  CHART
2   SUMMARY
3   COMPREHENSION
4   VOCABULARY  SCANNING
5   READING  PRACTICE
6   PERFORMANCE TEST 



3．扱うレッスンではどんな教え方をしている？
  Pattern Ａ【超こってり】18時間

2024年度 2年 実施計画例

時間数

1⃣～5⃣ 2.5

1⃣～5⃣ 2.5

1⃣～5⃣ 2.5

1⃣～5⃣ 2.5

1

1

2

2

2

18

原稿直し・発表練習

発表本番・振り返り

計

Part4

Part2

Part3

授業内容

Part1

質問を考える（個人・ペア）

質問をクラスで共有し、5つに絞る・インタビューテストの手順確認・原稿作成

原稿作成（ペア）



3．扱うレッスンではどんな教え方をしている？
  Pattern Ａ【超こってり】18時間

・他にどのようなパフォーマンステストを行っているのか

１～３年次へ、段階的に即興性のある活動を取り入れている

１年次 Role-play

２年次 Role-play ＋ 事前に決めた質問に加え、

  個人で考えた質問も準備

Debate

３年次 Debate

Presentation ＋ 原稿の暗記に加え、

質疑応答の時間も設定

Discussion ＋    教科書の他に追加の英文も使用



4. 生徒の学力は伸びている？(GTECから）
2013（平成25）年度入学生～2020（令和２）年度卒業生

• 2013（平成25）年度入学生
高校１～３年までのGTECの伸び 全国３位

• 2014（平成26）年度入学生 伸び 全国２位

• ２年生（新課程・TANABU Model初年度）
は同一日に受験した３年生（旧課程）を追
い越した。

• その後、2020（令和２）年度の卒業生まで
の成績の伸びは同等あるいはそれ以上と考
えられるという回答を得た。

 （ベネッセに依頼した分析による 2021年３月）



4. 生徒の学力は伸びている？(GTECから）

2013（平成25）年度入学生～2020（令和２）年度卒業生

現在は？
・2024（令和5）年度入学生の伸びを分析すると

TotalとListeningは全国平均の伸びを大きく上回っ
ている。Reading, Writing, Speakingは全国平均並み

   の伸びである。

 Total Reading Writing Listening 

伸び（田名部） ＋１０１ ＋３９ ＋１７ ＋４５ 

全国平均   ＋５７ ＋２４ ＋７ ＋２７ 

 



5. 扱わないレッスンへの手当は？

・手当は特にしていない

昨年度、春期課題として１レッスンの

読解を課したことはあるが・・・

・副教材（単語帳）を用いて週１でテスト

実施（１年次から継続・２～３周実施）

・副教材（長文問題集）を課題として使用



６. 終わりに
  私たち田名部外国語科教員の思い

・扱ったレッスンの語彙・表現をしっかり

定着させたい！

・定着した語彙・表現を自動化できるように

なってほしい！

・授業で扱っていないレッスンの語彙・表現はできる

ようになっていたら奇跡！？ 重要語彙・表現なら

ば、別の場面でまた出会えるはず・・・



６．終わりに
先生方の感想から

・様々なアウトプット活動を通して、前に学んだことに戻
り、復習として触れることが定着につながっていると感
じた。

・即興でのやりとりをする生徒が増えてきた。

・間違いを恐れずに言語活動を楽しむ生徒がかなり増えた。

・録画した自分の発表から、文法のエラーに気づけるよう
になった生徒が少し見られるようになった。

・細かな間違いは多々あるが、最低限、相手に伝わるレベ
ルの英語で書いたり話したりすることができるようにな
り、大学入試の英作文の添削指導からも同じことが感じ
られた。



話題提供

1. はじめに（鈴木）

2. 田名部高校（馬場先生）

3. 葺合高校（坂井先生）

4. まとめ＋２つの調査（鈴木）



葺合高校の実践（20分）

１．「すべては扱わない」形式になった経緯は？
２．扱わないレッスンはいくつぐらい？
３．扱うレッスンではどんな教え方をしている？
４．生徒の学力は伸びているの？
５．扱わないレッスンは、何か手当をしている？

６．まとめ



１．「すべては扱わない」になった経緯

• SELHi（平成17年～19年度）からの流れ【竹下厚志先生】



２．扱わないレッスンはいくつ？

「１０レッスン中４レッスンは扱いませんでした」

今年の例：1. Lost in Translation  +Saving Cherokee

2. One Book Can Empower a Child 

3. Crossing the Border

4. Paper Architect

5. Why Biomimicry

6. Invisible No Longer  +Fairtrade

7. Nudges

8. Jose Mujica ※ハイライトは投げ込み教材

教科書：三省堂CROWN



３．扱うレッスンではどんな教え方？



４．生徒の学力は伸びている？



４．生徒の学力は伸びている？
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５．扱わないレッスンへの手当ては？

「全くなし」

※1度冬季課題として読ませ課題テストをしたが、力が付いた実感が
なく廃止に



６．まとめ

前提として、「教科書を全てやる」義務はありません。

「英語力をつける」という目的への手段として、「生徒の実態や必要性

に応じて教材を選ぶ」こと及び「生徒の実態や必要性に応じて教材の

扱い方（かける時間）を変える」ことが効果的であると考えています。



話題提供

1. はじめに（鈴木）

2. 田名部高校（馬場先生）

3. 葺合高校（坂井先生）

4. まとめ＋２つの調査（鈴木）



まとめ：葺合と田名部の共通点

レッスンを「捨てる」
レッスンを「絞って」、英語4技能を身につけさせる。

1. 教科書をベースにした実践
2. 英語を使う練習・コミュニケーション

活動を有機的に組み合わせている

成果
◆ 英語力（GTEC、外部模試、英検など）が伸びている。
◆ 間違いを恐れずに言語活動を楽しむ生徒が増える。
◆ 中学英語や語彙・表現がしっかり定着する可能性(?)。



調査１：語彙はどれくらい「定着」しているのか？

概要
• 2025年2-3月に実施
• 葺合と田名部の高校2年

生を対象
• 高1年・3学期に扱った

レッスンから抽出
• 高校で学ぶ新出語（6－

10語）の意味を書ける
か

1年前に扱ったレッスンにある語彙の定着度テスト



語彙はどれくらい「定着」しているのか？

丁寧に扱った

田名部
(155名)

48%

葺合
(33名)

63%

1年後でも、約50－60％の新出語の意味を覚えている。



語彙はどれくらい「定着」しているのか？

丁寧に扱った 扱っていない ワークブッ
クのみ

田名部
(155名)

48% 23% 29%

葺合
(33名)

63% 54%

1年後でも、約50－60％の新出語の意味を覚えている。



調査２： 「教科書を絞って教えている」学校は他にもあるのか？

オンライン・アンケート
2024年にSherpaセミナーに参加した英語教師640名
「実施している」と回答した教師10名

1. 何レッスン捨てているか？
2. 絞ったレッスンでは何を行っているか？
3. 捨てたレッスンはどうしているか？



1. 何レッスン捨てているか？

該当校数 捨てるレッスン数 1課にかける時間

2校 2.5課 8-10コマ

8校 4.3課 12-18コマ

4課捨てて、1課当たり12コマを配当



2. 絞ったレッスンでは何を行っているか？

活動内容 1課当たりのコマ数 学校数

田名部モデルで使われている
ようなパフォーマンステスト
やリテリング活動

12-18時間 4校

プレゼンテーション 10-12時間 4校

ライティング活動・スピーキ
ングテスト

12時間 1校

言語活動、追加リーディング
素材、関連の入試文法問題

8時間 1校

発信活動を取り入れている



3. 捨てたレッスンはどうしているか？

活動内容 学校数

一切扱わない 4校

投げ込みリーディング素材 3校

1課のみ夏休み課題 2校

定期テストに出題 1校

全く扱わない場合、リーディング素材にしている場合も



高校教科書は全部やらなきゃいけないの？ 

レッスンの扱い方を柔軟に考え、英語を練習・使う
時間を捻出し、英語力を向上させることができる。

休憩後：2部 フロアディスカッション (85分)

• 授業の進め方
• 他の科目やメインの教科書以外の扱い方
• 自分の学校でもやってる
• 同僚との協力関係

などなど



鈴木祐一（早稲田大学准教授）

萩原一郎（神奈川大学ほか非常勤講師）

次回Sherpa Seminar
5月25日（日）13:30 -

第二言語習得（SLA）から英語授業を振り返ってみよう

～“科学的”知見に基づく指導と教室活動の設計～
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